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哲学

現存在の超越について   関　口　拓　海

ジンメルと「形而上学的憧憬」の問題   植　島　幹　登

東洋哲学

靈寶經典『元始五老赤書玉篇眞文天書經』の研究   飯　野　澄　子

心理学

The relationship between adult attachment orientation and sensitivity to the changes  

in facial expressions: An eye-tracking study   WU SHUANG

パズル課題を用いた社会的認知の研究   村　松　円　香

異性装が社会で許容される度合いの性差   堀　田　晃　大

気分状態が表情認識に与える影響   F A N  Q I

マッチングアプリ利用の背景にある心理的要因   趙　　　恩　慶

Personality Prediction on Twitter: Based on impressions of the Timeline   HUANG LINZHANG

過剰適応に完全主義と視点別意識が与える影響 黒　木　柚　花

乳児の情動表出に対する気質と母親の敏感性の影響   石　田　隼一郎

ナッジの活用による健康行動の変容可能性の検討   石　黒　琉　衣

マウスにおける慢性的ストレスが報酬動機に与える影響 

─ Pavlovian Instrumental Transfer を用いた検証─   曺　　　榮　珠

野球の作戦における効果の統計的因果推論を用いた検討   泉　　　荘太朗

アーユルヴェーダのトリドーシャ理論とヨーガアーサナに関する心理学的研究 

  小　林　大　介

社会学

寛容の虚実   中　　　　　澪
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アイドルとファンの関係に関する社会学的分析   後　藤　大　輝

「声」をいかに聞き取るか   堤　　　悠　平

中小企業における LGBTに関する制度策定の機制   郭　　　水　林

マルセル・モースにおける「人間」の両義性   秋　葉　　　亮

教育学

1950年代における「婦人」の主体形成に関する考察   WAN G  Y I N

若者の自己形成・社会参加に向けた学びの場   大　城　希　織

「共育ち」を実現する保育現場におけるダイナミズムの解明   城　田　美　好

複言語に生きる子どもの「気づき」に着目した言語意識教育   寺　村　優　里

日本で就職した中国人留学生のキャリア形成   FENG YUFEI

日本語日本文学

坂口安吾研究   中　尾　志穂子

川端康成初期作品研究   成　本　裕　泰

近代日記体小説の研究   石　川　かれん

大江健三郎初期作品論   山　本　花　純

安部公房の中期作品研究   山　西　将　矢

探偵小説雑誌『宝石』の一九四六年   ベント 勇亮ヘンリー

芥川龍之介後期作品研究   藤　谷　拓　甫

初期変形譚から見る安部公房の方法   孫　　　璐　佳

安部公房〈ノート体小説〉論   黒　岩　瑛　友

大江健三郎『万延元年のフットボール』論   工　道　あつみ

〈ものさし〉から〈感性〉へ   井　関　優　花

平安中期物語文学における人物の政治性の研究   髙　垣　侑　里

英文学

Renaissance Conception of Animals in Shakespeare’s Plays   鄭　　　俊　含

Gulliver’s Travels における法批判とアイルランド支配   長　谷　　　陸

A Study on the Narrative Methods of To the Lighthouse   ZHAO MINYI



（7）1052

Anne Brontë 研究   田　中　理　紗

1930年代におけるウィリアム・カーロス・ウィリアムズ詩論   後　藤　ゆ　り

アガサ・クリスティー『おしどり探偵』研究   土師田　彩　華

ウィリアム・モリス『シグルド』研究   金　子　麻詩歩

フランス語フランス文学

日本におけるアンドレ・ブルトン『黒いユーモア選集』の受容について   山　田　英　生

字幕の現状と展望   白　畑　寿　梨

エミール・ゾラ『ルーゴン・マッカール叢書』における近親相姦の表象   林　　　明日佳

ドイツ語ドイツ文学

流れ去る父、輪に休らう母、まだ見えない子   隣　　　健　斗

ロシア語ロシア文化

『カラマーゾフの兄弟』における「キリストの発見」の意義   町　田　航　大

中世ロシアの聖地巡礼記録に反映された巡礼者の価値観と揺らぎ   西　角　美　咲

中国語中国文学

「語学力」を測るための方法および基準への探求   YANG NING

余華の短篇作品における小説技巧   岡　崎　至　秀

中國 SFの中のポストヒューマン問題   陳　　　哲　銘

演劇映像学

クィア演劇としての『綿畑の孤独のなかで』をめぐって   川　本　　　瑠

大恐慌期のハリウッド映画と社会   大　野　　　元

村川拓也論   関　根　　　遼

日本における伝統糸あやつり人形芝居研究   三　好　珠　貴

戦後イギリス映画批評における「ミザンセーヌ」   りゅう　せんち
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四代目鶴屋南北論   石　橋　　　樹

美術史学

エドゥアール・マネにおける女性表象   黄　　　怡　寧

「七天狗絵」現存絵巻の制作意図   三　國　晴　司

ソローリャの海景画研究   陳　　　子　昂

エドワード・バーン＝ジョーンズにみるジャポニスム   望　月　彩　花

「仏鬼軍絵巻」の成立と展開   大　澤　茉　歩

博物図譜にみられる記録僅少鳥類の整理と再検討   石　井　　　瞭

ジョン・ラスキンのミュージアムとユートピア構想   牧　野　　　愛

日本史学

幕末期徳川政権による畿内防衛の構想と展開   大　澤　穂　高

日本の植民地統治と台湾地域社会   和　田　健太郎

尾張国における古代氏族の地域的展開   本　田　隼　斗

十五・十六世紀の土倉と室町幕府   林　　　悠　吾

大宰府と西海道   阿　部　淳　子

戦国大名武田氏領における法   米　村　公　佑

戦国大名領国周縁部の諸階層と大名の関係   藤　原　大　志

若狭国太良荘における荘官と在地社会   曽　根　由　圭

近代日本における西洋音楽   （氏名非公開）

東洋史学

両漢交替期における爵制   ZHANG XIWEN

西周の殷遺民に対する支配について   梁　　　嘉　浩

隋唐代を中心とした諸史料における波斯とその人々の移動   長　野　貴　大

李鴻章と清朝の軍事的近代化   柏　　　天　野

五胡十六国・北朝時代における学校の基礎的考察   鈴　木　雄　大

沙陀国家論再考   王　　　一　嘯

唐代藩鎮体制下における仏教政策について   福　島　理　生
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五胡十六国・東晋～南北朝時代における仏教と国家   森　田　大　智

清代「熱河地区」における行政の変遷と住民の再編   孫　　　　　男

西洋史学

ポーランド国民記憶院にみる政治と歴史の漸近   新　藤　綾　佳

モスクワ選挙大公ヴワディスワフ   冨　　　尚　輝

チェコ・バロック時代の後世の評価に関する一考察   望　月　悠　花

考古学

関東地方における浮線網状文土器群の系統と分布   関　根　有一朗

古代東国の塔跡からみる国分僧寺の伽藍配置の成立   高　橋　　　亘

エジプト新王国時代における「ホルスの四柱の息子たち」の諸相   進　藤　瑞　生

文化人類学

留学という行為の考察   張　　　葉　田

新時代の「在日」中国人留学生のつながり   NI CHAONAN

オンラインゲームにおけるプレイヤー間での関与のあり方をめぐる考察   ZHOU QIANYING

オンライン空間の文化とその実践に関する人類学的考察   打　田　秀　太

現代日本における地方工務店の活動に関する研究─鳥取県の「令和建設」を事例に─ 

  栗　原　健　太

日本におけるトランスナショナルズの文化人類学的研究 

─サードエイジ女性トランスナショナルズのライフストリーから─   金　　　子　暎

表象・メディア論

少女たちの音楽嗜好と少女マンガ文化   矢　島　万智歩

次元の狭間に立つキャラクター   孫　　　悦　馨

溶け込むイメージ   荒　木　　　大

日本アニメにおける中華表象   WOO HOI KIU

映画におけるチェスの表象   陣　野　武　史
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現代文芸

江國香織論   長谷川　　　諒

小島信夫と「病」   島　田　　　拓

「夜の形式」とは何か   柳　元　佑　太

中東・イスラーム研究

SNS 上の認知の隔たりと共通項が南クルディスタン社会へ与える影響   瀬　谷　公　基

16世紀の体制転換期におけるダマスクスのウラマー社会   漆　　　　　光

アラブ大反乱：パレスチナ社会結束の象徴としての民族主義運動家   虎　熊　あゆむ

国際日本学

Critiquing Ideals of Katei   寺　田　菜々子


